
 

  

 

 ブログでも福寿園の日々の様子をお伝えしています。コチラから⇒ http://www.fukujyukai.jp  

撮りたてアルバム 令和２年度 敬老の日・長寿を祝う会 

素敵な笑顔 ミニおはぎ作り 

夢を叶え隊 茄子が食べごろを迎えたよ 

施設長通信 福寿園の新しい生活様式へのチャレンジ 

美味しい献立 秋の味覚をご堪能あれ 

 

福 寿 園 



 

  

９月２１日（月） 

この日、園では「敬老の日・長寿を祝う会」が

執り行われました。今年はコロナウィルスの

影響で、ご家族や地域の皆様をお招きするこ

とが出来ませんでしたが、三密に配慮し、式典

を３回に分けて開催しました。 

式典では今年度、百寿や米寿など記念の歳を

お迎えになられた皆様に南理事長から、お祝

いの品が贈呈されました。 

式典の後は職員によるよさこいソーランをお

楽しみいただきました。例年であれば、ゲス

トをお招きし、アトラクションを行っていた

だくのですが今年はそれが叶わなかった為、

職員が一生懸命練習し、披露させていただき

ました。入居者の皆様には鳴子を手に、一緒

に踊りを楽しんでいただきました。規模は小

さくなりましたが、温かな雰囲気の会になっ

たのではと思います。  （文責：二ツ木） 

  

 

 



 

  

  

今回は、Ａフロアのお話です。 

園に入居される前から作物を育

てるのが好きだった、高橋様と

高作様、そんなお二人が職員と

一緒に育てていた「茄子」が収

穫の時期を迎えました。 

食べごろの大きさになった茄子

を枝から切り取りながら「大き

く育ってくれて良かった。」と

とても嬉しそうなご様子でし

た。 

収穫した茄子は、お味噌汁の具

にして、フロアの皆様に召し上

がっていただきました。「美味

しい。」の声に、収穫したお二

人もとても満足されたご様子で

した。次は何を育てましょうか

ね。     （文責：宮本） 

このコーナーでは、毎回、フロ

アでの行事を中心に、入居者の

皆様の「素敵な笑顔」をお届け

していきます。 

今回はＡフロアのおやつ作りの

様子をお伝えします。この日

は、お彼岸にあわせて「おは

ぎ」を作りました。フロアに

は、お月様のイラストやススキ

を飾りつけ、雰囲気にも工夫を

させていただきました。用意し

た「きな粉」に「すりごま」、

「こしあん」の３種類を皆様で

手分けして作っていただきまし

た。なかなかの出来栄えで、早

速召し上がっていただくと「今

まで食べた中で一番美味し

い！」と大変満足されていまし

た。これからも季節感を大切に

したいと思います。 

 （文責：浅田） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別養護老人ホーム福寿園 

〒924－0836 

石川県白山市山島台四丁目 100 番地 

ＴＥＬ 076-276-3545 ＦＡＸ 076-276-3759 

ＨＰアドレス http://www.fukujyukai.jp 

Ｅ－ｍａｉｌ  fukujyu@po.incl.ne.jp 

 

福寿会の理念 

「福祉の心を社会のために」 

私達は施設を利用される方の個人の尊厳を保持 

し、日々充実した生活を送られるよう支援します。 

施 設 長 通 信 美 味 し い 献 立 

１ １ 月 の 予 定 

５日 （木） 喫茶ゆめ 14：00 

９日 （月） 単館映画福寿座 14：00 

１１日 （水） 茶道クラブ 昼食 

１３日 （金） 紅葉見物 9：30 

２４日 （火） 報恩講 10：30 

 

フロア 手作りおやつ 活動日 

Ａ 19 日（木） 午後 26 日（木） 未定 14：00 

Ｂ 26 日（木） 午後 12 日（木） 未定 14：00 

手取 25 日（水） 午後 19 日（木） 未定 14：00 

加賀 26 日（木） 午後 12 日（木） 未定 14：00 

白山 18 日（水） 午後 24 日（火） 足湯 14：00 

 

 

秋の味覚をご堪能あれ 

今回は、食欲の秋ということで、秋の食材を

ふんだんに取り入れた献立です。 

メニュー：松茸ごはん、お吸物、さんまの塩

焼き、カブの煮物 

入居者様は「今日は何のお祝いや？ご馳走だ

ね。」ととても喜んでいらっしゃいました。 

福寿園の新しい生活様式へのチャレンジ 

with コロナの生活を送ることとなってかれこれ半

年以上が経過します。コロナと共に生活環境はハー

ド、ソフトと共に大きく変わってきました。これ

は、一般のご家庭でも同じであると思いますが、た

だ、福寿園のような高齢者の方々が集団で生活を送

られているような場所での感染リスクへの対策は想

像以上に配慮を要します。国内での感染状況、近隣

の発生状況なども収集しながら、対応しています。

しかしながら、長期化するにともない、どこにでも

の存在感と得体の知れなさに対しては何をしても無

力だとも感じてしまうことがあります。ご家族様と

の面会においても、一歩先に進みたいと思っていま

すが、それもなかなか慎重に進めないとという感じ

でしょうか。利用者様にとってご家族様の存在はと

ても大きく、私達が代われないものです。今、予約

制で、制限された中で行っている面会がwith コロナ

と共に平常化できるようにと思っています。直近で

は、感知式の体温計を導入し、面会時の検温の簡素

化に勤めています。今後も面会が気軽にできるよう

な工夫をして、利用者様、ご家族様共に安心できる

暮らしを実現したいと思っています。しかし、感染

予防も根拠を持って実施していきます。世の中では

いつ、誰かの濃厚接触者になっていてもおかしくあ

りません。職員は必要以上にプライベートでも、意

識しながら生活しています。それでもやっぱり、風

邪様の熱や誰かの濃厚接触者となり健康観察を余儀

なくされる職員もいます。それに伴い、随時、フロ

ア閉鎖なども行い、不測の事態に備えています。こ

れからの季節はインフルエンザにも配慮しなければ

いけません基本元気な体力の基礎を身に着けて、コ

ロナもインフルエンザも寄せ付けない福寿園でいた

いと思っています。 

皆様方もお体を大切になさっていただき、コロ

ナ、インフルエンザとは無縁の秋、冬をお過ごしい

ただければ幸いです。         

（文責：施設長 端 久美） 

 

 


